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秋 田県には先人の残した多 くの文化財が残されています。これら

の 文化遺産は 現代に生きる私たちの責任で保護し、未来に継承して

いくべきものであります。

このほど建設省東北地方建設局湯沢工事事務所により、交通渋滞

を緩和するため仙北部神間町北楢再から協和町峰吉川に至る一般 国

道 13号刈 和野バイパス改築事業が計画されました。この計画路線内

に寄騎館遺跡がかかっていることが、先に実施した分布調査で確認

され、工事に先立って発掘調査を実施いたしました。

その結果、縄文時代の竪穴住居跡や土坑墓、中世の土坑墓などが

検出 さ れ 、大きな成果を上げることができました。

本書はこの成果をまとめたものでありますが、県民の文化助に対

するご理解とともに歴史研究の上でいささかでも役立てば幸いと存

じます。

後になりましたが、建設省東北地方建設局湯沢工事事務所、協

和町教育委員会ならびに地域住民の皆様、調査にあたりご指導、ご

協力下さっ た 多 く の 方 々 に 対し厚くお礼申し上げます。

平成10年 3月

秋田県教育委員会

教育長小野寺
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1 .本報告書は、秋田県教育委員会が主体となって調査を行った一般国道路号刈和野バイパス改築事業に係

る寄騎館(よりきだて)遺跡の発掘調査報告書である。

2.寄騎館という名称、は、 「秋田県ーの中世城館jでは本遺跡より南側O.5km離れた地点に図示されている。分

布調査の時点、で、中世の石造物があることから寄騎館という名称、を使用しているが、ここでは混乱を避

けるために小字名を使用せず、寄騎館の名称を生かして寄騎館遺跡とした。

3.本書の執筆・編集は、庄内昭男と高橋忠彦が行い、最終的に高橋忠彦が加筆・校関した。

4.本報告書に掲載した 2万 5千分の 1・5万分の 1の地形図は、建設省国土地理続発行の地形図を按製し

たものである口

5.遺跡における層相の色調観察は、小山・竹原著 f新版 標準土色帖j(1973)を使用した。

凡 例

本報告書の挿図ならびに図版は、次の要項に従って作成されている。

1 .遺構の記述について

遺構実測図は、構成上不定縮尺である。

遺構実測図の中の方位は、国家座標第X系座標北を示す。

遺構土層図中の aは地山土塊、 arは地山土塊と黒色土塊の混合土、 bは植物根や後世の撹乱である。

住居跡・土坑・焼土遺構・土器埋設遺構については現場ではアルファベットと数字を組み合わせて遺構

注記番号としたが、本書では遺物の整理を経て、以下のとおり新たな名称・番号をつけて再編集した。

S101 j事1号竪穴住居跡 IS102:第2号竪穴住居跡 SKG3j第1号方形土坑iSE04:第9号A土坑 iSE85i第10号A土坑 iSE06:第11号A土坑
SK07 1第12号A土坑 SK08i第13号A士坑 SK09i第1号袋状土坑SK101第1号B土坑 SK1t第2号B土坑 SK12i第14号A土坑
SK13 i第3号B土坑 SKll1i第i号C土坑 SKl日第17号A土坑 SK16i第4号B土坑 SKl7!第5号B土坑 SK18i第15号A土坑
SK19 :第2号C土坑 SK20:第i号A土坑 SK211第2号A土坑 SK22i第3号A土坑 SK23:第4号A土坑 SK24i第5号A土坑
SK25 :第6号A土坑 SK26i第7号A土坑 SK2T第四号A土坑 SK281第16号A土坑SN291第l号f史上遺構 SK3L第18号A土坑
SKP32:第i号柱穴 SK33:第1号火葬慕 SK35i第20号A土坑 盗週連8号A土坑 SK421第l号長方形土坑SRor第l号土器埋設遺構
SR04 i第2号土器埋設遺構SR05i第3号土器埋設遺構SX03i第1号大型土坑 . 盆' 

2. 遺物の記述について

に掲載した遺物は、発掘調査によって得た資料のすべてではなt) 0 

実灘間は次の縮尺に統一しである。

[土器]土器拓影: 1/3 

[石器]石鍛・石匙・石製品:1/2 磁石器: 1/3 

写真図版の遺物の縮尺は、不定縮尺である。

3. 遺構・遺物の挿図には下記のスクリーントーンを使用した口

焼土 顔色赤口 山地

炭化物 石器の磨面 石器に付着するアスフアルト
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第 l節発掘調査に至るまで

一般国道13号は、福島市を起点として山形市、新庄市、横手市、大曲市等の主要都市を経て秋田市に至る

総延長298kmの主要幹線道路として重要な役割を果たしている。

しかし大曲と秋田の陪をつなぐl峰古川地区において近年交通量の増大と、車車両の大型化により交通渋滞が

慢性化し、とくに冬期間の交通は困難なものになってきている。

このような問題を解決するために、建設省東北地方建設局湯沢工事事務所よりえIJ和野バイパスの改築が計

画されたのは昭平1]53年であった。その後工事計画は一時凍結の状態であったが、平成 7年に計画の実施が決

され、平成 8年に事前調査として発掘調査を実施した。

第 2節 調査要項

遺跡名称 寄騎館遺跡

遺跡記号 7YKD 

所在地 秋田県fll!北部協和町11嘩古川字芦沢通40

遺跡状況 畑地

調査対象面積 1，350111' 

調査面積 1，350m2 

遺跡性格 縄文時代小規模集落、縄文時代墓地、中世墓地

遺跡時期 縄文時代、中世

調査呂的 バイパス改築工事

調査期間 平成 8年 8)=J 19 日~ 9月紅白

調在主体者 秋田県教育委員会

庄内昭男、高橋忠彦、 、斉藤典芳

調査総務担当 藤月巴良清、須田輝樹

調査協力機関 協和!llJ教育委員会



遺跡の立地と環境第2章

遺跡の立地と環境第 2主主

遺跡の位置と周辺地形第 1節

寄騎館遺跡の所在する仙北郡協和町は、秋田県内陸部の中央にあり、郡内では最も北西寄りに位置してい

る。遺跡位置は東経140
0

21'58"、北緯39
0

33'13"にあたる。

秋田県の中央を北西に向かつて流れる雄物川は、中流域でいくつかの蛇行を繰り返しているが、協和町内

とくに大きな屈曲がみられる。西仙北町刈和野地区において南から北へ流れてでは山地 ・丘陵の聞を流れ、

いた雄物川が、西に変わる大きな屈曲部が峰吉川芦沢地区である。そとでは流路が北の丘陵部で阻まれ、西

に向きを変えていったことになる。

したがって河岸段丘面の発達は、雄物川の南岸で顕著であるが、北側では幅が狭い。その北の丘陵は町の

東にある大森山 ・畑山 (標高300m)が連なる小起伏山地から伸びたもので、平均標高200mで南に3凶ほど張

り出している。その丘陵地の東を区画しているのが源泉を集めて雄物川に注ぐ芦沢川であり、深い谷底平野

を形成し、 北から南へ流れこんでいる。遺跡は芦沢川の流れによって開析された西縁の丘陵先端部にあたる。
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第 2辛遺跡、の立地と環境

ラ
ムJ

ここでは寄騎館遺跡の歴史的環境を理解するために、周辺10km圏内に所在する遺跡についての情報を

した。 地形的には雄物川の流域と、北の丘陵地で地続きとなる荒川流域の遺跡であり、また行政区画として

は、協和町南部から西仙北町北部にかけての遺跡についてである。遺跡の所在と内容については、 f秋田県史j

r1U和田了郷土史j. r西仙北町史j. r秋田県遺跡地図j等に基づいて作成した。なお( )内の番号は第 31'&に

付した数字である。

!日石器時代の遺跡

:ヰミケ蒜遺跡、(1 )の発掘調査の開始は、昭和44年であり、その後 /1iIIlにわたって調査されている。 iB石器と

してナイフ・掻器 e 彫器が発掘され、大きく 2ブロックのまとまりをもっ右器製作の場所が確認された。と

くにここでの小形の台形様石器の発見が契機となり、その後各地で向様な技術をもっ石器が発見されている

岸舘(7)では旧石器が採集されている。

縄文時代の遺跡

前期.rl~1 期 s 後期 e 晩期の時期区分にしたがって遺跡を紹介する。手L11::1-:1の台 B (11) . }! I又(13)遺跡で前期

の土器破片が見つかっている。縄文中期の集落が米ケ森口)で調査された。平面形が楕円形をして複式炉を

伴う住居が 9軒検出されており、地形から馬蹄形に配震されていたとみられる。岸館(7)も昭和50年に調査

され、配石遺構が検出された。そのほか中期の遺物が採集された遺跡は、荒川流域で米ケ森下(2)・和田の

A (10)・和国の台B(11)・西町後(8)がある。西町後では組石があったとの報告があるが、晩期の大淵式の

土器も出土しており、遺構がどちらのものであるか判断できなt) 0 後期の遺跡は荒川流域にまとまっており、

米ケ森下(2)・下谷地(5)・中野(6)・中島(8)・和田の台C(12)・川又(13)がある。雄物川丘陵北では白滝

(14)で後期の加曽利系の土器が採集されている。晩期の遺跡、としては、雄物川の南岸に集中しており、いず

れも段丘の縁辺に立地している。調査されていないが、常野(18). I葛城(19)・角関沢(21)・杉山田がある。上

の台(20)はその範閣が広いことから柏台あるいは強普野と呼称されており、 『西仙北町史Jでは住居跡が発

掘されたとの記録がある。県立博物館が編集した f武藤一郎コレクション図録Jの中に強首出土の晩期前半

の資料があり、上の台遺跡、のものと推定される。雄物川北岸では四階沢(17)・岩瀬(16)があり、寄締館はその

中間点、にある。荒川流域には野d時(4)があるが、地元では古くから遺物が採集されていたとあり、 f協和郷

土史jには大洞C式の精製土器が紹介されている。

弥生時代の遺跡

雄物川北岸の中沢(15)は標高60mであるが、天王山式土器とアメリカ型石鍛が発見されている。荒川流域

では下谷地(5)でアメリカ型石鍛が、上野崎(3)で弥生土器が採集されている。

古代の遺跡

和田の台B(11)で須恵器が採集されている。

中世の遺跡

「秋田県の中世城館」では、寄騎館遺跡から国道をj持てた河岸段丘面に寄騎館跡、(22)の所在を示している。

遺跡と館跡とは距離的にも離れており、関連性としては墓地の中に中世の板碑が確認されていることである。
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第 3京発掘調査の概要

1 

寄騎館遺跡は、秋田県仙北部協和町峰吉川字芦沢通40に所在する遺跡である。 協和町の南では畑山丘陵が、

雄物川の流域に発達した低位段丘面に突き出していて、芦沢地区:はその最も東側にあり、市に細長くの

丘陵部にあたる。とくに東側には丘陵部から流れ出た芦沢J11が深い谷底を形成し、西にも浅t~谷が入ること

から、遺跡のある芦沢地区は三角形状を呈しており、遺跡はその先端部に近い位置にある。

遺跡、のな地する ril凌先端部の標高は最高で~30m で、東誌に沿って宅地が並び、宅地との比高差は Sm で、さ

らに谷底との比高差は15mである。 遺跡から30mほど離れた側を国道13りの1走り、最寄りの釈は市に 3km 

ほど再往れたJRXlj手o里子駅で、ある=

遺跡の現況は畑であり、北東の一角には芦沢部落の共同墓地がある。かつては先端部がさらに南側に伸び

ていたと思われるが、 ]Rの線路で削られその線路に近い一部が宅地化している。また東縁は部落の共同墓地

に入る道路造成で詩IJられている。

2節調査の

1 

を計画的に進めるために X4mのグリヅドを したミ 遺跡内 一?

9 

を求め、す ラインを YIV，]jとし、

」れに るラインを

として

Ijiff1とした。

グリッドの南東[i誌の杭で両者をアルファベットを{寸し、

を1¥150とし、 Yi!IIl!に 2

グ1)ッド呂とした。

!II!l!に

2 発掘方法およ

をは北側頂部から始めて日IrF部へ調奇を進めていった円ほとんど

を行った。遺物は表土から池山まで掘り iマげるi習に出上したものを取り

はj也LIJの河]

く遺物の記録〉遺物の記誌作成・取り j-.げは次の方法で行った

る位置を記録し、遺跡内における遺物番号を付して取り i二げた。

く実測留の作成>精査した遺構は、調査区内に打設した方i開:えを基準として簡易な造り

を としてグリ、ソドにおけ

を作成した。遺構の乎面断面図は、 1 ・1 の縮尺で作成した。 遺跡全体の は、 J
1
 

一ブ

ンを延長して作成した。 j二信;図は 1 の縮尺で作成し、色調@二i二質等の特徴を記載した。

<写真>現場の写真は35mm判のカメラを用い、角・主レンズを適立使用した。現場撮影用のフィルムは

モノク口、およびカラーリバーサjしの 2種類を使用した。 造物の写真撮影は35mm判のカメラを使用し、モノ

クロで1子ったつ

-6 



つfrr'I :lV~I 主f手乙C) /，yJ: 
ノ'lJ /....J .... 、1- I-V>'j ‘ー〆ノ_J j"-;-令

J 

人
じ
ら よ カi した。 55)く 15c却のゴン

あり、石器はぷIJ片石器と石器素材倉 ii禁石器である。ま

を行った。石器と上器には、グリッド名傘層位・ w
テナで20詣である。造物のほとんど

製品が i点出二上した。これらの遺物をおお争し、

した。

<土器 e 石器の実測図作成>ある

石器はすべて 1/1で図化した。

された土器は図を作成し、土器破片について を採った。

3節調査日

8 FI 19 E1 発t属機材の搬入をrl't、与

を入れ、表二上を除いていく。

8月21EI 段々畑に遺物の集中および遺構がないことを確認し、土捨て場とすることとした。

を終える。段々引にされていた傾斜地に在意にトレンチ

除去をはじめるため足場の組み立てを行い、ベルトコンベアを設置する 0

8丹2，1日 平坦部の表土の除去にはいる o {H!の区画部分を除いて表土は薄かった。

9月2日 土層観察用ベルトを除いてpく。仁1=1央部の地山面の精査を行う。地山面で、IJ\~fIJ形の土坑を確認した。

9月3[1 L'，坑を干裁し、掘り下げを行う

9月4EI 土層観察べjしトを取り外す。北東側撹乱部の揖り下げを行う。

9月5汗 2号 A-B与を穴住居跡と

9丹6EI fJffiり下げを継続してい

ランを確認し、掘りでげを行う

に石組の炉I&};が見っかり、 1 あること

が確かめら

9月9日 j二を半裁し、掘り下げる口二jヒ覚ドの掘り下げを継続する 0

9 月刊 I~l を中心に Iの精査を実施していく

9月121二1
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9 )=J18EI 

9)=1 Iゴ

-JT} 
を

日
/
(
》

サ〈

ω

など をきrlえ γする c

ワ
J
薗





ー
ナ

J

_j_44 
J 

-
・. . . . . 

，
 
• 

• 
• • • ・

• • 
• 

亡〉

十44
0 

。

。-e 

⑧ 

/三人:1

J ぐ会
。

‘11:'・
、

. ， . . . . . 、. . 

. -

. . 
C 

. ・・一.. • .・.・. . ・.. . . ，、.. ・.・. . . . .・.
-. 

。

十
J

十50

十44

-9・10-

⑧ 

ー
b 

一一・〉ミミ

CS叫

C 
第3号
よ器却設温情

十44
0 

第 5図 遺構配置と遺物出土地点

。

十44



ーヰ

第 1節調査i玄の地形と

遺跡は、南に向かつて細長く伸びた丘陵上にある。標高30mの平坦面が、 20m幅で、南北100mにわたって

続き、調査区はその平坦部の中央から先端に近い部分にあたる。東と西は斜面となっているが、標高25mの

等高線で比較すると、東の宅地に向かう方が急、な段差がついているのに対し、西の水田に向かう方が緩やか

で斜-面となっている。ただし西斜面の先端は、段々熔に開墾されたため斜面に段差がつけられたところがあ

る。南の先端部は、一部宅地に面した還となっているが、高IJ平は一部であると思われた。ただし墓地に入る

ための道路を掘削したため、入り口と丘の上の肩の部分の首11平が大々的にされたものと克える。

遺跡の層状は、畑で耕作されていた軟らかい黒褐色土を取り除くと、その下は20cmほどで明黄褐色土とな

る。下の層は広い範屈にわたり、深さも一定していることから、遺権確認は明黄褐色土層で、行った。なお黒

褐色土は畑の西縁の部分で厚く、開墾の際平坦掃を作るために、東の上位面から i苛立の西方向へ黒褐色土が

移動されたものと忠、われた。

ところで地山の明黄褐色土層で無数の小穴が見つかったが、それはかつて稲穂の乾燥のため、稲架を設置

した痕跡であることがわかった。したがって調査区は一時原野であり、その後畑地にする際に黒褐色土が大

量に移動されたとみられる。

'1'/一一 30.8m一一定 s- N
 

on 
q
J
 1m 

。

M46 

第 6図基本層序

第 2節検出遺構と出土遺物

調査!玄で検出した遺構は、住居跡(掘り込みが大きく炉を持つ)が 2軒と、土坑(掘り込みだけ〉が20基・

器場設遺構 3 基 a 火床 2 基・焼土遺構 1 基であり、標高29~30m の地点に集 1=1=1 している。

この節では検出した遺構の確認状況・形態的特徴等を項目を設けて考察し、その内容を記した。 遺構説明

の順序としては、遺構の位置・構築年代等を考慮し、住居跡から土坑・土器埋設遺構・焼土遺構の順とした。

なお土坑の説明は、煩雑さをさけるため形態・規模で分類したアルフアベットを付して説明していく。

A土坑:形状が椅円形あるいは小判形を呈するもので、掘り込みが浅い。長径が 1mを越えるものである 0

8土坑:形状が楕円形を呈するもので、掘り込みが浅~ '1 0 長径がO.6~ 1 mほどである。

C土坑:形状が円形を呈するもので、掘り込みが深い。直径が 1mほどである。

各遺構の構築年代は、遺構内の出土遺物を決定根拠としたが、ほかに遺物の出土状況の相対的な比較と土

層観察の結果も考慮、して決めた。なお最終的には縄文時代中期後半・縄文時代晩期・中 1ft以降に分かれる。

本節では分類を優先したが、特定選構については決定方法を示し、まとめとして考察の結栄を示した。
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第 4京調査の記録

l 竪穴住居跡

1号i主居跡(SI01)(第7~訪問、図版3)

く作詩>調査区の南に寄った場所にある。 N46グリッドに大部分があり、 M46グリッドに東側の一部が、 M

45・N45グリッドに南側の一部がかかる。

く確認状況>明黄褐色土層の地山面を精査して、黒色土の大きな落ち込みとして確認したが、分布調査のト

レンチが上面を通り、褐色土上面でとどまっていたことから、はじめはすり鉢状の落ち込みと考えていた。

トレンチにあわせて土層観察をしながら、掘り下げてpく段階で炉跡を見つけ、住居跡であることがわかり、

褐色土は壁際の堆積土で、あることを確認した。また埋設した土器を埋土の上面で見つけたが、住居跡が埋も

れた後に設けられたものである。第 1号土器埋設遺構として別に取り扱う。

く平函形・規模>コーナーがよLみをもっていて円形に近いが、対応する辺の曲がりが弱く、見方によっては

縞九方形ともとれる。東西の対応する円弧の最大幅が 6mであるが、壁が深く立ち上がり、広さを感じる口

く:t制黄土>中心に向かつて窪むレンズ状の堆積をしており、上位から中i立は黒褐急土が関

く堆積し、壁に沿った下位には褐色土が帯状に巡っている。自然堆積の状況を示す。

{各部位の状況]

を挟んで

く樫>底辺に沿ってほぼ垂症に立ち上がり、中位より上がわずかに外に傾斜して開く。 4辺の中央における

確認面からの深さはO.6mでほぼ均一である。

く周溝>蛍に沿って堅くしまった褐色土()炭花物粒子の混在多Lうを掘り込んで誌かめた。北東コーナーを

いて、壁に治ってi嬬15~20cmで、巡り、深さは20C1時rrj後であった。なおコーナーの柱穴位置に対応して、

内には大きさが異なる小さいピットがあった。

く床面>1+'央がわず刀ミに窪んでいるが、ほぽ平坦で、ある。

く柱穴>床面に 6本の柱穴が確認された，4本はコーナーに近い場所に、 2本は住居の中i討を通る東rm線を

3分割するような場所に配置されている。なおゴーナーにある 4本の配置をみると、南に空間iをあけ北部jに

っている 6本の柱穴の断面を観察すると、 rmrJ部と底面のrll高がほぼ同じで、雫在に抑:り込まれており、

柱穴の土層断面では1HiJ面に粘土IJ\ j:5~が詰まっていたことから、根回めの痕J~))iが残ったものと見えた。

く1:戸>住居の南辺の中央にあり、炉の真中が往居IMiの南北の中軸線となる。北から土器埋設部 e 石組み部・

掘り込みmBとなり、掘り込み吉1)が壁下の宿]1i'にとりついている。全体が扇形に近t~ ')土器埋設部と石組み部

は1:完成を受け し、石はかなり脆くなっていた。各部位について説明すると、:t器埋設部では、!阿部上

までしかない深鉢形土器を IE校に据えており、掘り左は上器より-ITIり大きい〈石組み吉Ijは、不揃いの大

小の石を組み合わせ、平沼な底面と傾斜のある側面を作り出していた。北側が土器を支え、荷額IJが掘り込み

部に対応して広がっている。掘り込み部は石組み部と底部の深さおよび側面の傾斜角度は同じだが、壁に向

かつて開いていく。

<遺物の出土状態>理土内上面で、土器破片ないし石器・石器素材'~~Ij片が出土している。水平分布状況は住居

跡のプランに対して同心円状となっていること、垂直分布状況がレンズ状であること、上位の l層から 3層

内に縄文晩期の土器が混在していることから、晩期の段階で中央が窪地となっていたとも考えられる。床面

近くでは柱穴の埋もれた上に大木10式の深鉢土器が横たわっているのが催認された。そして炉の埋設土器と

比較して、底部が小さくJj岡下半に最大径があるという似たようなプロポーションをもっていることから、住

居の帰属する時期に関わるものととらえたっ

く住居の:年代>炉の埋設!二器と床i百近くに したのが大本10式であり、縄文中間後半の住居と考えられる。

-12-
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第 2節検出遺構と出土遺物

く品士造物>1は大事の深露五手土器であり、 iギ面に接してよH土した。訴部中i立に最大窪がある。竜文;を

文として、 S字状の抗議で区画した文様帯を持つ口埋土からは大木 7式や大沼BC式の土器片が出土し、石器

やスクレイパ-が為る。

第 8図 第 l号竪穴住居跡出土遺物(1)
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第 4章調査の記録

第 2号A.B号住居跡(SI02)(第11~13区i 図版4)

<牧賢>大部分がL47グリッドにあり、南側の一部がL46に、西側の一部がM47グリッドにかかっている。

く確認状況>黒褐色土層面に多くの土器@石器・石器素材が見つかり、周囲の明黄褐色土層を精査し

形のプランを確認した。

<確認事項>埋土を掘り下げてみて、住居の南と北で明確な段差があること、ピット状の落ち込みを半切し

た結果、火床面が下から出てきたことから、 2軒の住居が重捜し、北東へ拡張された可能性が高いと考えた。

<平面形・規模>拡張される前の住居を Aとし、拡張された後の住居を Bとする。 Aは円形をましており、

産径が 4mである。 Bは楕円形を呈しており、長授が4.5mである。

<堆積土>上面は薄い黒褐名土が覆い、下層は褐名土である。下は混入物などから 3ブロックに分}脅された O

i各部位の状況}

く穣>Bプランの北援はlOcmほどの高さがある。南側の壁ははっきりしなlA 0 

く床面>Aプランの中央が窪んで、おり、 Bプランの拡張部分も中央に向かつて傾斜している。

<柱穴>蜜周辺に沿ってピットが数値あるが、巡るようすも、規射性もない。特徴としては内側に傾斜する

ものがある。

く炉>Aの炉は、円形プランの北寄りにある掘り込み内の焼けた火床部がその一部であると推定している O

Bプランの炉跡は北壁側にある。小穴部・石組み部・縁を石で囲んだ台形掘り込み部が北壁へつながってい

る。各部位ついて説明すると、小穴部は平面が一辺30cmの方形で、深さが25cmで、ある。石組み部の王子面はむ

字状を呈し、長円形の石を浅い掘り込みの側面に三段積みしており、底面には真中を区切る幅広の石を 1個

ミている。石組みの端に取りついて掘り込み部があり、石組の北端と問じ高さで底面がある。掘り込みの

側面を扇平な石が縁取っている。なお小穴部と石組み部が焼け、とくに石組み部の側面がよく焼けている口

く遺物の出土状態>

大型の石がよ留にあり、さらに土器破片・ -石器素材剥片が誌面より浮いた状態で、中心に集中して

した。 Aプランのピット内には土器のまとまりがあり、 Aプランの構築時期とi謂わるものと考えられる口

く遺構内出土遺物>1 ，まAプランのピットから出土した土器で、 LRi縄文を地文としてクランク状の文様が網

中央まで施文されている。土器 2~9 は理主~::jからの出二上で、大木 7 ~10式である。石器では石槍〈S1 ・ S2)

・スクレイパ-(S3~S5) .使用痕のある剥片(S6~S18)の的に、円形の凝灰岩の両面中央に窪み部のある出お

がある。
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鱒 2喜善A・8竪穴住居毒事

1黒掲也(10刊 3/2)シルト質粗しよう

l'暗掲也(10YR3/3)シルト質やや綿密接が入った痕跡

2 掲色(10YR4/4)シルト粘土質轍密

3 掲色(10YR4/4)シルト粘土質繰密炭化物粒混在

4 褐色(10YR4/4)シルト粘土費轍密
5 掲窓口OYR4/4)シルト粘土質繊密微細な炭化物粒混在
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-第 4章調査の記録
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も多く見つかった A土坑を、調査区の南側から般に説明してpく0

1号 AJ二坑(S瓦20)(第14図図版7)

<続器>N45グリッド杭に南側の一部がかかる。

<1龍百忍状況>地山の明黄褐色二上層を精査し、暗褐色土の落ち込みとして確認した。

く平面形@規模>小判形を呈している。長軸は東西にあり、最大Ij!高1.74mで、南北のIIJffiは1.0mである。

く堆槙土>底面から中位には時掲邑土が堆護し、 上位には地LU土小塊が混在した黄褐色土が覆っていた。

上位では掘り上げた土を後に埋め込んだように見える。

く側面〉底辺との境ははっきりしている。東西の袈Hはほぼ重度に、議北の1RHは傾斜して開いている。

確認商からの深さは25cmで、ある。

く底面>ほぼ平坦である。西f~Hの底部近くに赤芭顔料がまとまっていた。

く遺構内出土遺物>埋土の上位から中位で、縄文中期の土器被片と石器素材剥片が出土し、中位には摩滅した

厚手の土器が数破片混在していた。

2号A二L::i:/[(SK~1) 図版8・7)

く位霞>M45グリッドの西側にね置している。

く縫認状況>地山の明黄褐色土層を精査し、日音褐色土の落ち込みとして確認した。

く平面形 e 規模〉小判形を呈している。長軸は東西にあり、最大111認は1.66mで、南北のI1屈は0.86mである。

<堆積土>底面から上位にかけて暗褐色土が堆積していたが、上位の中央には地山の明黄褐色土小塊がまと

まっており、掘り上げた土を後に;埋め込んだように見える。

<側面>底辺との境ははっきりしており、四方ともに底辺から傾斜して外に開いている。東西の確認面から

の深さは30cmで、ある。

く底面>平坦である。底面からわずかに浮いた状態で、西側に赤色顔料がまとまっていた口

く遺構内出土遺物>埋土上位で摩滅した土器の小破片と石器素材剥片 2点が出土している。

第 3. 4号A二仁坑(SK22'23) (第14鼠 図版7)

く狩晋>第 3号A土坑の中心がM45グリッド杭の西側にあり、杭から1.5mほど離れている。第 4号A

はM45グリッドの南側に位置している。

く確認状況>いずれも地山の明黄褐色土層を精査し、黒褐色土 a 暗褐色土の落ち込みとして確認した。

<重複関係>第 3号A土坑が、西側で第 4号A土坑を切っている。

<平面形・規模>第 3号A土坑は小判形を呈している。長軸は東西にあり、最大IjJ話は1.62m、南北の幅は1.0

mである。第 4号A土坑は小判形を呈し、長率aJは南北と忠、われるが、確認できた東西のljJ高はO.88mである。

<堆積土>第 3号A土坑で、は黒褐色土が一様に充填し、第 4号A土坑の西側に残った部分では暗褐色土が充

填していた。<側面>第 3・4号A土坑ともに底辺との境ははっきりせず、傾斜して外に開いている。第 3

A土坑では確認面からの深さは西側で、25cmで、ある。第 4号A土坑では確認面からの深さは西側で 8cmで、ある。

く底面>第 3号A土坑はほぼ平坦であるが、第 4号A土坑は中心に向かつて窪んでいる。

く第 3号A二i二坑内出土遺物>底面近くより無文の土器破片 2点、と埋土から石鍛(Sl)が出土している。

く第 4号A士坑内出土遺物>摩滅した土器破片が埋土中に混在している心

-22-
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第 1号A土坑
i 黄褐意 (10YR5/6) シ)~ト粘土質やや繕密地山土塊50克混在
2暗褐名(10官 3/4)シルト粘土質轍密 一部グライ化
3 黒掲色(lOYR3/均シルト費毅密
4黒掲邑(10四 2/3)ペースに地山土塊浮く
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第 4章調査の記録

1尋竪穴{千二居長与を捜んで東と

第 5号A土坑(S瓦24)(第15図〉

く官>1+'心がM45グリッド杭からな7mほど高郷にある。

く縫認状況>地山の明黄褐色上層言語を精査し、黒褐色土の落ち込みとして議認した。西lRtlは新しいピット状

叶

h
v

ある。第 8うJA る

の掘り込みで切られており、さらに東側は道路拡幅で削王子され崖面となっていた。

く平面形ー規模>長軸は東西にあったが、東西の!Il高は不明で、南北の最大幅はな8mである。

く堆績土>黒掲色土が充填していた。く鰯言語>底辺との境ははっきりせず、東西の壁は領まきして外に開いて

いる口東関での深さは20cmで、ある。く底面>中央に向って窪む。く遺構内出土遺物>底面泣くより斜行縄文

が施された土器破片が出土した。

第 G号A

く しているむ

を精査し、黒掲き土の落ち込みとして薙認した。

している。長較は高北にあり、最大幅は1.34盟、南北のIII震はO.78mである。

かけて培褐邑土が一議に充填していた。底面には治山上小境が浮いていた c

をもっており、西方ともに底辺から傾斜して外に開いている。北部で犠認室長から

の深さは10cmで、ある。く底面>ほぼ平坦である。く遺構内出土遺物>遺物は出土していなt¥ 0 

く

く平言語形争

く

第 7号 A土坑(SK-26)(第15図〉

く位置>L45グリッドの北西側に位置している。

く確認状況>地山の明黄褐色土層を精査し、黒褐色土の落ち込みとして権認した。

く平面形・規模>小平日形を呈している。長斡は東西にあり、最大幅は102m、南北の幅はO.7mである。

く堆積土>底面から上位にかけて暗褐色土が一様に充填していた。底面に地山土小塊が浮いていた。

く側面>底辺との境は丸みをもっており、四方ともに底辺から傾斜して外に開いている。北側での確認弱か

らの深さは10cmで、ある。く底面>ほぼ平埠である。

く遺構遺物出土状況>埋土中より摩滅した土器破片 2点が出土した。

8号A土坑(SK36)(第15図国版8)

くiす器>N47グリッドの北西側に位置している。

<確認状況>西側で新しいピットが重なり合っていたこと、溝状に明黄褐告のi富山土小塊があり、熔の撹乱

と同方向であったことから遺構としての確認が遅れた O 西側のピットを広げていって確認した。

<平面形・規模>東側は楕円形に近いが、西北側が大きく膨らんでいる。東西に長軸方向があり、最大幅が

1.52m、南北の幅はO.84mである。

<堆積土>上面では明黄褐色土の地山土小塊が厚く覆っており、掘り下げるまで土坑と確認できなかった。

底面付近の充填土は黒褐色土で、あった。東壁に接して赤色顔料が検出され、 10cm前後の厚さがあった。

<側面>底面との境は丸みをもち、傾斜して外に開いている。確認面からの深さは南北で、O.34mである口

く底面>平坦である。

く遺構内出土j毒物〉遺物は出上していな L~ 0 
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八号

A 30.lm~ 

麓 5号入土坑
l 暗掲亀(10盟 3/3)畿密炭f[:物粒混在

⑧ 
.A 
~ 

U/ 

/ 第7号A土坑

A 

第 2部検m遺構と出土造物

C 30.1m ___Q 

境土

在
出
混

地

塊
に
土

佐
山

下
地

ヲ
耐
円
。

'''，，， 

i
問

問

&
圃
匂
せ
8
A

唱
2
&

U
芭
色

れ
掲
褐

一
的
黒
暗

襲

1

2

。I

~~ 

υi 

30.1m~ 

⑧ 。i

A 

A 

υj 第8号A土坑 υ| 

30.1m一旦 i 

第 7号A土坑

1黒褐色(l0YR3/2)
2暗褐色(10四 3/4)下栓に地山小塊

川
円

8 

。 1m 

第15堅! 第 5~8 号A 士坑

-25-



第 4章調査の記録

9 ~llせ A

9号 A土坑(SK04)(第16図〉

<位宣>049グリッド杭に出髄の一部がかかる。

く確認状況>地出の明黄褐色土)習を精査し、黒掲色土の落ち込みとして確認した。

A している。

く堆積土>黒褐色土が一様に充填していた。

く平面形 a 規模>小判形を呈する。東西に長率HI方向があり、東西の最大騒が1.66m、南北は1.14mである。

く髄面>底辺との境は丸みをもち、底辺からやや外に傾斜している。東観の確認雨から深さは15cmで、ある。

く底面>中央に向かつて{頃斜している。

く遺物出土状況〉遺構上面に中期の土器破片が点在していたが、遺構が領斜地の諸にあり、遺物のfi項斜も

致していることから後世に傾斜地に移動されたものと判断した。

A土坑〈S支出)(第16留 民続的

く付.震>N49グリッドの西側

く長室言，g~:犬;兄〉地山の

している。

し、 ち込みとして薙認した。

く堆護士〉上下ともに黒褐色土をベースとしているが、上{立に;ま萌黄掲色土粒子の混在が多く認められた c

く平扇形，規模〉小判形である。東西方向に長軸があり、東西の最大幅は1.74郎、高北;主将O.88mである。

く側面>底辺との境ははっきりしており、東と北側は底辺からほぼ垂直に立ち上がり、確認面からの深さは

30cmで、ある。西側は10cmほど浅く、傾斜して外に開いている c

く底面>平坦である。東壁際には底面から15cmほど落ち込む小ピットがあり、西壁i擦もやや窪んでいる。

く遺物出土状況>理主上位に摩滅した中期の土器破片が点在していた。

第11号 A土坑(SK06)(第訪問図版8)

く位置>N49グリッドの北側に位置している。

く確認状況>地山の明黄褐色土層を精査し、黒褐色土の落ち込みとして確認した。

<堆積土>黒褐色土が一様に充填していた。

く平面形・規模>小手iJ形を呈する。東西庁向に長軸があり、東西の最大i福は1.36m、南北11屈は0.8111で、ある。

く側面>底辺との境ははっきりしており、四方の壁は傾斜して外に開いている。東側で深さは25cmで、ある。

く底面>平出である。東震に沿ってわず、かに溝状に落ち込む部分がある。

く遺物出土状況>理土上位に縄文前期 e 中期の土器破片が点在していた。

第12号 A土坑(SK07)(第16図 図 版9)

<仲器>N49グリッドの南東隅にある。

<確認状況>地山の明黄褐色土層を精査し、黒褐色土の落ち込みとして確認した。

<平面形・規模>小判形を呈する。長軸は東西にあり、東西の最大I1屈は1.56m、南北の111話はO.82mである。

く堆積土>黒褐色土が一様に充填していた。

く側面>底辺との境ははっきりしており、四方の壁は傾斜して外に開いている。東側で深さは10cmで、ある。

く底面>平坦である。

く遺物出土状況>理主上位に中期の土器絞片を含め、会~~行縄文を施したものが出土した

po 
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鱗12号A土坑

l黒褐色(10四 2/2)シルト質やや織宮

o 1田

第16図第 9~12号A



Bí~ 4 ]'手:

]¥;150 . N 50グリッド慰;21のAJ二坑について説明する。

A土坑(SK08)(第17凶国}{反9)

くね註>lVI49グ 1)ッドの北西摂Ijにj立置している口

<確認状況>地山の明黄褐色土層を精査し、黒褐色上の落ち込みとして{確認した。

く王子面形・規模>楕円形を呈する。長*111 は東西にあり、東西の最大rlJ話は 1 .52m~ 南北のrt福は0.9mで、ある。

く堆積土>西側の壁際に11青褐色土が入り込んで、いたが、大部分 上が充填していた。

く側面>氏辺の境ははっきりし、四方ともに外に傾斜している。東西の確認面からの深さは23cmで、ある。

く底面>ほぽ平坦であるり

く遺物出土状況>埋土中位から に斜行縄文、無文の土器破片が含まれていた。また両側の底言語近くでミ

ニチュア土器がllll土した。

A土坑(SK12)(第 171~1 I刀版9)

く{立誼>N50グリッド杭のすぐ東側にある。

く確認状況>J也LL!の明美褐色二上層を精査し、黒掲を二の落ち込みとして確認した。

く平面形@規模>小判形を呈している。長軸は東西にあり、東西の最大幅は1.68館、南北の編は0.82出で、ある

く堆積土>底面には 5cm前後の厚さで暗褐色土が薄く堆積し、 下位から上位は黒褐ー色土が厚く覆っていた。

く側面>底辺の境ははっきりしている。東西の壁は外に傾斜し、南北関は歪査に立ぢ上がる。東m~の確認語

からの深さは30cmで、ある亡

<底部>ほぽ平坦である口

く遺物trl二L状況>埋土中および底面近くで斜行縄文の土器破片が出土したが、いずれも していた。

第15号 A土坑(SK18)(第17図)

<位置>N50グリッドの北東側にある。

<確認状況>地山の明黄褐色土層を精査し、黒褐名土の落ち込みとして確認した。

く堆積上>誌面には地ih土塊が浮いており、東側の中{立には黒褐色土の堆積があるが、その上位を黒色土が

覆い、西側が厚い堆積となっている。

<平面形・規模>細長い小判形を呈している。長軸は東西にあり、最大幅1.54m、南北のi幅0.64mである。

く側面>底辺との境は丸みをもっており、ほぼ垂直に立ち上がる。東北側で確認面からの深さは30cmで、ある。

く底面>平坦で、為る。く遺物出土状況>埋土上位から中期の土器破片 l点と石器素材手Ij片が出土した。

第16号A土坑(SK28)(第17図 図 版10)

く{立置>N51グリッド杭のすぐ東側にある。

<確認状況>地山の明黄持色土層を精査し、黒褐色土の落ち込みとして確認した。

くJ'I語士>底面から上i立にかけて黒褐色土が充填し、上位の J 部に地山土塊が混在した培褐色土が覆う口

く平面形・規模〉縮長い小判形を呈している u .. 長斡は東西にあり、最大111民主L62m、南北のIIJ長はな7mである円

<側面>底辺との境は丸みをもち、底辺から傾斜して外に開いている。東側で深さは26cmで、ある。

<底面>ほぼ平明である。

く遺物出土状況 した現状縄文と斜行縄文が越された 石器量111キス ~i が.r-H 十 L i.テ

-28-



生!荊i引す州立こ机 30.4ml_旦ω!

---イ.2-ーっ~さ主主主義語14号 A土坑一一司て又一一一一一一一 一一..__.....一一一-nAド二二二 1褐色(10百 t4/4)シ)l，..-ト質やや轍密vJ  JE三殿場A土坑 三さふ之ー_____2 ~~~ 戸主三掲色土粒捌と物粒併に混在U 崎一..... ~生三三7 黒字i富山畑/3) シルト質 二二九ゐミコr ニメニエこ子ム，_/ ，，c=三三 2黒褐色(1σYR2/2)シ}l-ト費鍛密一一一一一一 糊炭化物粒僅かに混在 一一一一一三三竺士士土士 一一一 褐色土粒と炭化物粒混在2黒褐色(10刊 3/2)シルト質轍密 一一一一一一← 一一一一 3黒掲色(10"沈2/3)シルト賢綿密一一一一一一 炭化物粒齢、に混在
4 !培掲邑(10政 3/3)シルト質鍛密

褐色土粒混在
⑩

在

糊

轍

日

10 

ω
。
・
ム
ヨ
旬
。
ー 第13号A土坑

A 
30.4m-豆

i
i
刈
心

i
i

立)
マ

i
m川
口

MN.S
/ Q，-

/ 

(， y 
/ 第15号Aゴニ坑

A 

第13号A土坑出土

o 5cm 

L I  

。|

目
。?

o 
F・コ

01 

第17圏第13--16号A

!

吋

ε司
.
0的

鋼電16-11警A土坑
1暗掲色(10百 3/3)シルト腐

轍密地山土機混在
2黒掲色(10四 2/3)シルト憤
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3黒掲包(10百 2/3)シルト憤

轍密地山・炭化物粒盤かに混在
4 11脅掲邑(10YR3/3)シルト慣
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第 4章調 査の記録

K4ヲグリッド、 50ラインより j仁恒1のA

第17号A土坑(SK15)(第18図図版10)

く位置>M50グリッドの東側に位置している。

ついて顕に していく。

く確認状況>地Lliの明黄褐色土層を精査し、黒褐色土の落ち込みとして薙認した。

<堆積土>底面には暗褐色土が東から西に傾斜して堆積し、下位から上位には黒褐色土が厚く覆っている口

く平面形・規模>不整小判形を呈しているの東西に長斡があり、東西の最大*話は1.84m、南北のi幅は0.82m

である口

く側面>民辺との境ははっきりしており、東西の側はほぼ重直に、南北のfftl]はやや傾斜して外に開いている口

東側の確認面からの深さは32cmで、ある。く底面>平坦である。

<遺物出土状況>埋土中位から下位に斜行縄文の土器披片が20点、ほど散在し、石器剥片 2点が含まれていた。

第18号A土坑(SK31)(第18・19図〉

く位置>K49グリッドの南東部にあり、東半分は道路敷設の際高11られ、産言語となっている。

く確認状況>確認面は地LLrの明黄褐色土層で、黒褐色土の落ち込みとして確認した。

く平面形・規模>東西に長斡があり、権円形を呈するとみられる。 南北の最大i揺は0β4mで、ある。

く堆積土>黒褐色土が一様に充填していた。

<側面>南北の側は傾斜して外に開いている。北側の確認面からの深さは20cmで、ある。

く底面〉平坦であるが、西側では壁を斜めに掘り込んだピット状の落ち込みがある。

<遺物出土状況>埋土上位から中{立に縄文後期終末の土器破片10点、と中期の摩滅した土器が散在し、石器剥

片 2点が含まれていた。

第19号A士坑(SK27)(第18・訪問)

<f立置>L52グリッドの南西側に位置している。

<確認状況>地LLJの明黄褐色土層を精査し、黒褐色土の落ち込みとして確認した。

<平雨:形・規模>不整な椅円形を呈する。長軸は東西にあり、最大幅1.38m、南北の幅は0.7mである。

く堆積土>底面に地山土塊が混在した黒褐色土が堆積し、下位から上位には焼土 a 炭粒子が混在した黒褐色

上が充填していた。

く側面>J底辺との境は丸みをもち、"月方は傾斜して外に開いている。東側の確認面からの深さは15cmで、ある。

く誌面>わずかに中央が窪むが、ほぽ平沼である。く遺物出土状況>遺構確認面と同じ高さで中期の土器と

斜行縄文の薄手土器破片が散在していた。埋土中に石器剥片 2点が含まれていた。

第20号A土坑(SK35)(第18図)

く付置>L53グリッドの南西側に位置している。

<確認状況>地山の明黄褐色土層で、黒褐色土の落ち込みとして確認した。東側が電柱工事で出平されていた。

<平面形・規模>小判形を呈する。長特は東西にあり、最大幅は1.38m前後で、南北の|幅は1.08mである。

く堆積土>黒褐色土が上下 2J習に分けられる。 げすA には地111二上塊が混在していた。

く側面>底辺の境がはっきりしており、南北側は傾斜して外に開いている。く底面>平坦で、ある。

く遺構内出土遺物>遺物は出土していなt~ 0 

-3Cl-
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第20号A土坑
l黒褐色(10百 2/2)シルト質やや繰密

地山土塊と粒が混在炭化物粒模かに混在
2黒褐色(10四 2/3)シルト質轍密炭化物粒箆かに混在
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第 4章調査の記録

手口 2

。5 J18  

1~7: 第18号Af-坑 。 5cm 

8 :第19号A土;坑

第19国

M50グワッド毘辺に3土坑岳 C土坑がまとまっており、

第 l号豆土坑〈S五lU)(第20 ・ 21~)

く件費>M49グリッドの北東i特にある。

く確認状況>地111の!JJj黄題名士層を精査し、黒掲急土の菜ち込みとして薙認した。

く平面形@規模〉 2つの楕円形の穴が重なり合った状態にあった。東側が長窪0.43盟、

東側が 7cm程深く掘り込まれ段差がある。中にまとまった際が謹治亙れていた。

く堆積土〉東側には精褐名士が一様に充填していたり

し、 をそれぞれ説明した。

ブ

(v

s

あでm
 

く側面>底面との境ははっきりしないが、中位より外に傾斜して開いている。く底面>長軸線に沿ってやや

窪んでいる。<遺物の出土状況>埋土上位で中期の土器と斜行縄文が施された土器破片数点、が出土した口

2号B土坑(SK11)(第20・21盟国版10)

く{立置>M50グリッド杭から 2mほど西にある。第14号A土坑のすぐ東隣りに位置している。

<確認状況>地LlIの明暗褐色土を精査して、黒褐色土の落ち込みとして確認した。

く平面形・規模>格円形を呈する。長軸は東西にあり、東西の最大幅はO.9m、南北の11屈は0.48mである。

<堆積土>上位から下位にかけて黒褐色土が、底面には暗褐色土が充填してt:)た O

<側面>底面との境は丸みをもち、中位より垂直に立ち一上がる。北側の確認面からの深さは30cmで、ある。

く底面>長戦線にそってやや窪んでいる。く遺物の出土状況>1埋翠土j上二{位立で

片 l点点、と四石 1点が出7土i上二しし，た O

第 3号B土坑(SK13)(第20・21図図版11)

く位置>M50グリッド杭のすぐ西側にある。

く確認状況>地山の明黄褐色土層を精査し、焼土が浮いていた部分を残し、周辺を精査して確認した。

<平面形・規模>不整な楕円形を呈する。東西に長軸をもち、 1m前後の11屈があったもので、南北の最大幅

は0.7mである。

く堆積土>焼土の範囲は長径0.76mの楕円形を呈しており、厚さ 10cm前後で、上面を覆い、その下

が入り、底面に接した状態で石が検出された。

く側面>底辺との境ははっきりしな~':¥ 0 外に跨いている。確認面からの深さは東で 8cm、西で、16cmで、ある。

uι4 
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第3号B土坑

第 3号 8土坑

1 a音赤褐色(町R3/4)シ)l--ト賢やや綴密燐土粒密に混在

2暗褐色(7.町R3/3)シルト質やや轍密焼土粒僅かに、混在

3黒褐色(10刊 2/3)シルト質やや轍密焼土粒僅かに混在

4黒掲住(10冗 2/3)シ)l--ト質やや轍密

5暗褐甑(10百 3/4)シルト質やや繰密地山土塊混在炭化物粒僅かに混在

6暗褐怠(10YR3/3)シ)l--ト質やや轍密地山土粒と焼土粒箆かに混在

7 P音褐色(10四 3/3)シルト質やや轍密池山土塊混在

第l号C土坑 30.4m~・一

第20国第 1--5号B土坑 e 第 l号C土坑

一一つつ一ーを}乞主



第 4章謁査の記録

くL ある白く まとまって した。

はpる。 している。

4号B土坑〈SE三16)(第201玄})

<位置>M50グリッドの西側

く確認状況>地山の

く

している。

し、黒褐急土の議ち込みとして確認した。

る。東西に長較があり、醍フ三IIJ部品L∞盟、 加で、ある。

く堆積土>底面に沿って地LL!土塊が浮いているが、黒:褐怠二上が一様に覆う。

く鱒言語〉底辺の境ははっきりしなt':¥ 0 傾斜して外に開いている。東側で確認言語から

く底面>ほぼ平坦で、ある。く遺物出土状況>遺物は出土しなかった。

さは30cmである。

5号E土;筑(SK17)(第28密〉

く

く

>M51グリッド
ザ
〈

9V
 

、一詣
h一品西悶た

し
一

今

s

一
v

a

v

‘

-Ad.

一

離

d

一宵

程

計

部ベU
4
i
2
4
 

p
h
J
J
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レ

く平面影 s 環模〉縮長い小ちを呈している。長事由は東西にあり最大脇工.08mで、南北のi福はな45酷である。

く堆稽士>底面に治って地山土i躍が浮いているが、黒掲色土が一隷に覆う。

く側面>底辺との境ははっきりしている。わずかに外に開いている。東側で確認面からの深さは25cmで、ある。

く底言語>中央が窪んでいる。く遺物の出土状況〉確認爵と潟じ高さの理土上位に羽状縄文の土器破片などが

4点、出土した口

第 l号C土坑(SK14)(第20図図版11)

く杭置>M50グリッド杭の下にあたる口

<確認状況>地山首iの明黄褐色土層面を精査し、黒褐色土の落ち込みとして確認した。

<平面形・規模>ほぼ円形を呈しており、最大幅は1.1mである口

く堆積土>底面の一部には暗褐色土が堆積しているが、上位から底面までの大部分

く側面〉底辺むの境ははっきりしない。壁の立ち上がりはみ部は重度で他は斜めである白

く底面>凹凸がある。<遺物出土状況>遺物は出土し立かった。

。
ぷソ

1号袋状土坑 (SKOヲ)

<fすー罷>L49グリッドの南西隅にある。

く確認状況>地山の明黄褐色土層面を精査し、黒褐色土の落ち込みとして確認した。

<平面形・規模>関口部は丹形で、中心円状に底部が広がる。関口部と底辺部の差は0.2m前後である。

<堆積土>大きく 3層に分かれる。下位より中{立にかけて地山土塊が混在した褐色土と暗褐合土が厚く堆積

し、上位には黒褐色土が充填していた。 中位までは比較的短い時間で埋没していったものとみられる。

<側面>底面との境ははっきりしている。底辺より 60度前後の角度で内傾してpく。

く底面>中央がやや窪んでいる口

く遺物出土状況〉上位から中{立にかけて土器破片と石器素材の小剥片が出土した。中位の土器破片は大木 9

式であり、また最 らは大本10式の土器片が出土した。白石と磨製石斧が)底言語から浮pて出土している。
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乙二コ

第 1号袋状土坑
1諜褐色(10四3/2)シjレト質繰密炭化物粒混1:E
2 It音褐色(10YR3/3)シルト粘土質やや鍛密

炭化物粒僚かに混荘地山土塊と粒斑状に混在
3褐色(10YR4/4)シ)J..，ト粘土質鍛密地111土塊混在 。。 1m 。

と出土遺物l 

25-

l 



第 4-単語査の記録

3 

第 l (SR01) (第23・24図図版12)

く{す器・確認状況>N46グリッド杭の50cm東側にあたる。第 l

く埋設状況>底部を下にしていたが、幾分傾いた状態である口

としなt'10 

中に為る口

を掘り込んでいるが、掘り方は判然

<土器の法皇>底部の直径が10cmで、口縁部はない。服部上半の最大径は30cmで、ある。

く土器内部の状況>黒褐名土が充填していたが、中からの出土遺物はなt'10 

2号土器埋設遺構(SR04)(第23・24[:R1図版12)

<位置・確認状況>M51グリッドの北西側にあたる。表土の黒褐色土を掘り下げていく途中で確認した。

く埋設状況>底部を下にしていた。 地IlJの黄褐色土を15cm前後掘り込んで、いるが、底部は掘り込みよりわず

かに;手いている

く jて器の法量>底部の直佳が10cmで、口縁部はないが、腕dpの最大径が25cmで、大きく開く。

く土器内部の状況>黒褐色土が充填していたが、中からの出土遺物はなt'.0 

第3号土器埋設遺構(SR05)(第23・241立i図版12)

<位置・確認状況>P48グリッドの南東側にあたる。表士a の黒褐色土を掘り下げていく途中で確認した。

く埋設状況>底部を下にして正潰した状態であった。地山の明黄褐色土を掘り込んでおり、掘り方は土器よ

り一回り大きい。

<土器の法量>底部の直径が9.5cmで、口縁部はなL凡なお土器が脆く復元ができなかった。

<土器内部の状況>黒褐色土が充填していたが、中からの出土遺物はなp。

4 火床・焼土遺構

第 l号火床(火床1)(第5図)

<位置>L49グリッドの東側にある。

<確認状況>地山の明黄褐色土層を精査して確認した。

く平面形ー規模>長制i方向は東西にあり、最大径O.5mである。

く特徴>赤変の度合いは薄く、 上面が削平されたと見られる口

第 2号火床(火床2)(第5図)

<fす器>L49グリッドの南にある。

く確認状況>地山の明黄褐色土層を精査して確認した。

く王子面形・規模>長ltrtl方向は東西にあり、最大径O.4mである。

<特徴>赤変の度合いは薄く、上面は部平されたものと見られる。平tg面にあることと第 1号火床と周辺の

ピットとの関連から住居跡、の可能性を追ったが確かめられなかった。

0;、
一-~)tJ 一一



第 2節検出遺構と出土遺物

A 0(竪~11-0 ~ _!1 
I 11 f ¥ ，..，?! 8 F見

¥ ノ
ミ=コ

A B A 30.0m~ 

第3号土器埋設建構
l黒褐患(10YR2/3)シルト質やや鰻密

地出土粒と炭化物粒僅かに潜在
2黒掲也(10四 2/2)シルト質やや繰密
3 R音掲色(10四 3/4)シルト質やや轍密

地出土粒と炭化物粒龍かに混在
4暗掲色(10四 3/4)シ)1-ト繋鍛密地山土粒混在

第 1号土器埋設遺構
l黒褐色(10YR2/3)シルト質やや轍密

A 29.9m~ 

第i
A 

30.1m---.e. 

第 2号土器埋設遺構
l黒色(10四 2/1)十黒褐急(10四 2/2)シルト質やや級生て

炭化物粒-地山土粒僅かに混在
2黒掲色(10百 2/3)シルト質やや綴密

地出土塊が斑状に混在
3暗褐色(10刊 3/4)シルト質やや轍密

地山土粒僅かに混在

欝 1号鍵土議檎
1黒褐色(10百 2/2)シルト質やや鍛密地山土粒僅かに混在
2 R音掲色(10Y悶 /4)シルト質轍密地山土塊混在
2' 2のベースに競土粒混在
3 黒掲色(10四 2/2)シルト質やや轍密焼土粒と炭化物粒僅かに混在
4赤褐色(2.日制/8)シルト質やや轍密塊状で炭化物粒混在
5赤掲色(町R4/8)シルト質やや轍密炭化物粒僅かに混在

第23国 第 1~3 号土器埋設遺構ー第 1 号焼土遺構

司
令
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第 4章調査の記録
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1 :第1号土器埋設遺構

2:第2号土器埋設遺構

3:第3号土器埋設遺構

第24窓i第 l~3号土器埋設遺帯出土遺物
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5 品二i二一遺物と土}曹の状態かち

第 2号C土坑(SK19)(第25図図版13)

く位置>046グリッド杭の恵子にあり、第 l号竪穴住窟跡の荷額11の壁に接している。

~ 
c__ 

γl' 

';;J 
I
d
」

今一・
4
山

土
ぜ

く確認状況>地山の明黄褐金土層を精査し、黒名士の薄ち込みとして確認した。

く平面形@規模>円形を皇しており、直淫1.33mである。

く堆積土>底部に接して軟らかい暗褐色土が盛り上がる。下位から上位にかけては地出土塊が多く活在した

く堆積しており、掘り上げた土を埋め込んだものと見られた。

く側面>底辺との境は丸みをもっており、関口部に向けて斜めに開く。膚の段は意識的に掘られたものとみ

られる。なお確認言語から最も深いところは76cmで、ある己

く底面>中央が窪んでおり、底面の直筏は1.1mである。

く遺物出土状況>理土に斜行縄文が施された土器破片が数点入っており、底面下位に銅銭が点在して出土した

l 註i叛

く位置>M47グリッドの北側に位富している。

く確認状況>地rJJの明黄掲告土層を精査し、

く平面形@規模>方形に近い掘り込みであり、東西の辺の 1=1ごi

として五在五忍した。

く張り出す突出部がある。掘り込みの東

西11I高が1.15m、南北幅が1.3mである。

く堆積土>黒掲色土が充填していたが、底面付近では 3cmほどの炭化物が入り、さらに焼士粒子の混在も日

っていた。

<側面>底辺との境ははっきりしており、底辺から垂直に立ち上がる。側面の上部が焼けて赤変していた。

<突出部>幅25~30cmで、長さ 25~35cmであり、傾斜して外に開いている。

く底面>ほぽ平坦である。

<遺物出土状況>埋土上位から中{立にかけて斜行縄文が施されているが、摩滅した土器破片が出土した。

第 1号火葬墓(SK33j(第25図図版13)

く位震>K50グリッドの北西隅にある。

<確認状況>東西に長い溝状の耕作による撹乱を掘り下げている途中で、炭-と灰のまとまりとして確認した。

<平面形・規模>プランははっきりしな l~ 0 最大幅はO.53mである。

く堆積土>黒色土が覆っていた。

く側面>底辺との境ははっきりしており、傾斜して外に開いている。

<底面>緩い凹凸がある。

<遺物出土状況>炭の問に微少な骨片が混在していたむ

1号長方形土坑(SK42)(第26図)

<位置>L51グリッドの北西偶にある。

く確認状況>東西に長い潜状の耕作による撹乱を掘り下げている途中に箱形の揖り方であることを雄認した。

く平面形 e 規模>平面形は長方形を呈し、東西の*話は1.35111である。

く堆積土〉黒色土のベースに明黄祷色土塊が混在していた。
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第 4章議査の記録

30.1m~ 

金

第2号C:上i支出土

襲 Z号Cご乞誌
l黒掲き(10理 3/1)シ}i，.-ト繋穎しよう地出土塊混在
2時掲患(10鴻 3/4)シ]1.-ト質粗しよう
3黒急(10浬 2/1)十黒掲急(10YR2/3)シルト質報しよう

第25毘

4 

A 

2 

8
 

つ
d 

A 
3D.3m一旦

第 1

2窯掲急土(1O官2/2)シj(...I、質繰密

《 ⑮ 

30.3m~ 

鱗1号方形土坑
l暗褐也(10刊 3/4)地山・炭化物・焼土粒僅かに混在
2黒褐色(10刊 2/3)地山土塊、炭化物燐土粒僅かに混在 Q 
3黒褐窓口0四 2/2)北側に炭化物・競土粒多量に混在 v 

2号C土坑。第 1

-4()-

1m 

l号方形土坑



A 30.3m_E 

第26図第 1号長方形土坑

第三諒 し
L叩.

i
・判
g
m
.
0的

。

く側面>底辺との境ははっきりしており、四方ともに60度前後の角度で斜めに開いている。

<底面>底面は平坦である。東西の底辺によってi幅0.15~0.18m の溝が切られている。

く遺物品土状況〉遺物は出土していなt~ 0 

第 1号柱穴(SKP32)(第27図 図 版14)

く{す.霞>L50グリッドの南東側に位置している。

く穫認状況>耕作による撹乱の潜に接しており、黒色土を除いていくうちに掘り込みであることを確認した。

く平面形畠規模>摺丸方形を呈し、長径が0.95mである。底面は0.65mで、O.3mの差がある。

く堆積土>軟らかい黒色土が一様に充填していた。

く側面>底辺との境ははっきりしている口底辺からほぼ垂直に立ち上がり、中位よりわずかに斜めに開いて

関口部に達する。確認面からの深さは1.15mである。

<底面>底面は白色粘土層に達し、平坦である。

く遺物!日Ji土状況>遺物は出土していなt) 0 

第 1号大型土坑(SX03)(第27図図版15)

<位置>大部分がK53グリッドにかかるが、南側はK52グリッドに、西側はL53グリッドにかかっている。

<確認状況>耕作による撹乱と窓われたが、黒色土が深く、掘り下げていって壁・床を確認した。

く平面形・規模>楕円形を呈し、長径が 4mである。

く堆積土>壁の慰留は地111こ土塊が混在した黒褐色土が、底面には黒色土塊と黒褐色士塊が混在していた。
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していた。

くなっている c ら膨らみをもっ ち

中位よりわずかに斜めに開いて関口部に達する。深さは90cmで、ある。

<底面>底面は自説粘土層であり、幾分間凸がある。

く遺物出土状況>関口部を取り巻くように遺物が出土した。埋土上位から中

伎にかけては縄文前期の土器片が、

したc

らは縄文

A 30.0m~ 

。

、

-ly」

、、
ベ
jl
 

A 30.4m B 

第 1号大型土坑

1黒褐色(10流 3/1)シ}L.-ト質やや繰密
1 '黒自(10刊 2/1)シ}L.-ト質粗しよう

2黒褐色(10YR3/2)シルト質粗しよう
3黒掲名(10刊 3/1)シ}L.-ト質粗しよう

地山土塊の混在度により分層
4 黒色(10冗 2/1)地山土塊混在
5 黒褐忽(10四 3/2)シ}L.-ト雲轍密

6黒色(10四 2/1)シルト質やや鍛密
7黒褐色(10YR2/3)十黒色(10羽 2/1)

結しよう

2m 

第 l号柱穴@第 l

-42-



3 

ら出土した遺物には、

誌とんどは;層から出土しており、

も多く、

l 土器〈築28・291苛 密瓶詰・玲・

縄文時代中期前干の土器〈1~11・

1 . 2は括返口縁部にL

が三うり、他

レレ d:.[-
し_ L 酌 u

ものがご

第 3守節

ある。これら

していると考えられる。また

し、{宇部上手に;ま毘一!反体の鰐軸絡条体による

三うる o Ll • 5の折返口縁部は支で、体部上半には去をされる。 3

横伎の S 刻みのある降i帯が貼付される。 6~8 は内湾する司縁部に数条の隆帯を貼什して

いる。 9は外反する口縁には突起が付き、体部中央がわずかに膨らみのある器形である。 HL縄文を地文とし

て、口縁から体部上半には刻みのある隆帯が曲線的に貼付される。 10は立L縄文を地文として横位に沈線文が

描かれ、 11は設工縄文を地文に直線的な降帯と曲線的な騒帯が二本一紐で垂下する。 11. 14~17では体部にLH

縄文が{せされていて、 14は折返口縁部で、口容部は丸みがあってわず、かに内湾、する。 15は体部上半が膨らみ

口縁部は外反するものと思われる。体部にはLH原体が縦{立田転施文された後、同一原体によって部分的に条

カ~~1話j立に{せされる。 18は乏 よって{本部に網自状の撚糸文が施される。

な底部で、体部中央に向かつて に内傾する器形と考えられ、底端部までHL縄文が横{立回転施文される。

7式である。

縄文時代中期後半の土器(20-24 ・ 26~36 ・ 39~41)

泊客 21は口縁突起きliに渦巻状の隆J患が貼付され、 22は波状口縁の項部からーヲ認の四角い東rJ突安IJが

る。 26・27のf宇部にはLR縄文を地支として一本一組のi盗事が貼討され、おでは降帯の京端が渦を巻いてい

る口 23. . 28~36は縄文部を沈掠で縮l ~縦長の権円形に るもので、 28. 29ではLRi縄文、 30. 31では

に施され、外形接合の痕跡が明瞭で品32~36 ・35宥

るむ大本 8. 9式である

縄文時代後期の土器・25 ・ 37 ・ 38 ・位~44'

ある041

渦巻や入組状の縄文帯が施される土器で、 25. 37・38では縮か

ある043 と

4 は刺突のある円 あり、波状口禄

、無文部

-1こ話れる口弘は仁!縁部の直立する

るc 体部には縦位にLR縄文が施さ

れた後、二本一組の沈線によって入組状の文維を描く 42の底部は端部がわずかに突l:Hし、底言語は高台状と

なって網代出跡がある日 !-D要内III・日F群に並行する L器で、ある

縄文時代晩期の土器付5~47 ・ 49~51)

45・47の浅鉢、必の口十はu縁部が小波状を呈し、体部には彰的な芸文が抗かれるものと考えら

るの的-51は深鉢形土器で、いずれもLR縄文が付され、 51では体部上端に狭い文様帯があり、刻みによる小

を呈する r]縁部下に三条の沈線が引かれる。大潟C1式である。

r~i代の土器

52(之内外語に!lllきijのある 、53は盟転糸切!去の坪と考えられる
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第 4章調査の記緑
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第28国遺構外出土土器(1)
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議 4章調白iの記録

遺構外出士の石器には、石鍛・石槍・石箆・石錐・石匙・スクレイパー・

このうち砥石を除けば縄文時代の石器である。このほか剥片や細片があり、

-石錘・石_[ffi.砥石がある口

と地LLI直上

から出土したことから、!日石器の可能性も考えて、発掘段階から整理過程で留意したが、明瞭な石器もなく

とは判断しがたかった。

石鍛(S1~S16) 

石鍛は基部の形態から I類:無茎銀、 II類吉茎鍛と二分類し、さらに基部の形態から細分した。

Ia類 ・S2):基部が一平坦で、、 S目立両面調整され平i宮部離は鍛身中央まで達している。 訟では画面の中央

部に先行剥離面を残し、二次調整の剥離は短い。

Ib 類(S3~S9) ある。 り くわずか る だが、 S8. S9では挟り

が深い。いずれも両面調整で、断面はレンズ状を呈する。

IIa 類 (S10~S12) : ilil基式である口 S12は先端部を欠損してLミる。

IIb 惣Î(S13~S16) :鍛身と茎部が明瞭でなく、 S13. S15のように棒状のものと、木の葉形のS14がある o

S16は未製品である。

石槍(S17~S19)

pずれも槍身中央付近で折損している。両面とも広い剥離調整が行われるが、 S18では先端部の片面に細

かな調整が施される白

石箆(S20~S32)

最も多い器穏で、刃部の特徴から 3分類した。

I 類(S20~S23) :剥片の一端に設けられる刃部の調整は背面側に粗い剥離で、急角度の刃部を作出する。

素材剥片はS22を除くと模型で、主要説離i亘iには縁辺部のみに二次調整が施される。刃部角度は49
0

~倍。で

ある D

口実質 (S24~S28) :刃部調整の剥離は I 類よりも浅く、刃部角度も小さ~ '10 素材剥片はS24.S27は縦型、そ

の他は横型で、主要剥離言語の三次調整は縁辺部に施される。刃部角度は52
0
~610 である。

I巨額l(S29 ~ S32) :刃吉I~ は、 IÍI長が狭く深い平坦剥離で作出され、刃部角度は極めて小さ t~ S29は横型剥片

を素材とし、主要剥離面の打面íftUの縁j互に三次調整が行われる。 S30~S32には両面調整が施される。刃部角

度は39
U

~49u である。

石錐(S33)

縦型剥片の両側辺に浅い剥離の二次調整を施し、両面の先行剥離面を広く残す。先端部は摩滅している。

石匙(S34~S40)

S34~S38は縦型剥片を素材とする縦型の石匙で、 S39は横型の石匙である。二次調整は背面を中心に施さ

れ、 S34では二次調整の平坦剥離が深いが、その他は背面にも先行剥離立討を広く残す。主要剥離面にはS34・

S35では片側縁にだけ細かな浅い剥離が行われるが、他はつまみ部のみに二次調整が施される。 S40は鉄石英

で、主要剥離面中央に先行剥離面を残すだけで、全体に細かな調整が繰り返される。

スクレイ J¥ - (S41 ~S51) 

に次いで多い器種である臼素材剥片における刃部の位置によって三分した。

I 類 (S位~S46) :縦型剥!?素材の、打面とは反対方向の一端あるいは両端に 刃吉r5を設けている
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ヘ よって

角度は49
0
~690 である。

主主主ーう主主
7j-:J J j..{j-i 

τh 

o 

豆類縦型剥片の片側縁あるいは両側縁に刃部を作品している。刃吉1)の謁護は I類と毘様に

い剥離を連続するが、刃吉15角度は小さい。刃部角度は33
0
~420 である。

打製石斧(S52)

緑色凝灰岩を素材とするもので、加工途中の未製品と考えられる。片側緑、と素材礁の長斡両端に加工が行

われている。

石錘(S53~S56)

楕円形や長方形の擦の長軸ないしは短i惜の両端を打ち欠いたもので、

S53~S54の重さはそれぞtL182.5 g . 70.9 g . 86.4 gである。

石!麗(S57)

は扇平な涯灰岩を用いている D

J享みのある板状の安山岩の一言語を利用している。便局面はわずかに中央に向かつて傾斜し、滑らかである。

中央付近には斜め方向の短い溝がある。

砥石(S58~S60)

3点とも使用面を一面残すだけで、全体の形状は不明である。擦痕は斜め方向に走る。石質も不明である。

3 石製品(第34図S61)

緑告の凝灰岩を素材としている。端部が丸い長方形に成形したものと思われ、 に研磨痕跡である擦痕

が顕著である。端部の雨面にはほぼ同位置に宮孔があり、その下が一度括れる。この括れは下端にも見られ、

その位置で折れている。片面の中央には中軸に沿うように数条の線五uがある。
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第 4主主 議査の記録
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第 4章 三男査の記録
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5 

南に張り出した細長い丘の上に形成された遺跡であり、地形的な制約をうけてはいるが、多くの遺構が薙

された。出土遺物と らみて、少なくとも三時期に対応したものであると さ したがっ

てここで J- 1 ，- ': 7.......... V 1_ -ア
'くζι刊一ノ/工、 C々

一一

ιfτ し つい し、まとめとした。

1 縄文時代中期後半の竪穴住居跡、と

2軒検出した笠穴住居跡、については、 内部から大木10式上器が出土していること、

組部・掘り込み音f5からなる複式炉を持つ構造的な特徴から縄文時代中期後半の時期に属すると考えた。

それぞれを比較すると平面形・規模・炉の形態ー柱の配置 a 掘り込みの深さなどに遣いがみられ、出土土器

にも時期差があり、第 2号竪穴住居跡が第 1 より古いと考えた。

ところで第 1 を行った擦に、北関から炉を中央にして構図を設定したところ、

側の延長続上に鳥海山の頂上がくっきりと見えた。この情景から推察して第 1号竪穴住居跡の構築に際して

;之、占地の特珠性を意識したもので;まないか、それが第 2

めしているのでは会いかと考えた。こうした意識は縄文時代中

方向に向けて構築していることに通じるものがあるとも読みとれる。

また第 l号竪穴住居跡の構造についてみると、空間の利用についても配慮、がされている。炉を中心として

と構造的にi容だっ ミをし

おける、炉を広場の

左右対称に主柱が配置され、中間に間仕切り用と思われる支柱、北東側に周溝が切れる部分が入り口とみな

される。柱の配置でくくると均等な空間の区分がみられることから特殊な住居として、意識的に構築された

可能性が高いといえる。模式的に空間をくくってみたのが下の図である。なお第 1号袋状土坑については、

土坑の形態の特徴と出土遺物から、さらに第 2号竪穴住居跡、の中軸線上にあることから同時期に存在したも

----__ 一一J

第35~ 1号竪穴住居跡平面区分模式
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第 5主主: まとめ

のと考えた口

2 縄文時代晩期の土坑墓と

第 l表はA土坑の遺構の規模@方向などについて、まとめたものである。 3基のA土坑に赤色顔料の散布

がみられたこと、形態・方向性に共通したものがあることから、縄文中期の土器が埋土中から多量に出土し

ている第17. 18号A土坑を除いた他のA土坑については土坑墓と考えた。時期については、出土遺物が少な

く、痛辺の出土土器から後期・晩期に構築された可能性を推定したが、その形態的な特徴と斜面に縄文時代

晩期の粗製土器を埋設した土器埋設遺構が見つかっていることと関連させて、縄文時代晩期の遺構と考えた。

A土坑については、南側と商斜面にまとまる群があり、高位面の}言部に配置している点に特徴がある。意

識的に高い面をさけていることから、高位面が儀式の場として機能していた可能性もある。これまでの県内

の調査では、晩期の墓j或を集落と別の区域に設定した例が多くみられ、雄物JlIを挟んだ対面の台地先端に縄

文時代晩期の遺跡が多いことから、寄騎館遺跡との関連が推測される。

J第章1手
!脊名 グリッド 長経 (cm)短経 (cm) 長率由方位 編 矛J主手

ほII1JJ=I. 13:f' F士主

A十一坑 S K20 fvI' N 44・45 174 100 N-46
0

一明r 赤ち顔料

第 255A土坑 S K21 ]¥1. N 45 166 86 N-61
0

-¥可 お金鎮料
空う主
iす主 'J J If三- A二仁jえ; とう K22 lVI . N L1L1 . 115 162 100 N-63

0
- ¥tV 

第 4号 A[こ坑 S K23 lVl"15 (包11
亘8L) 

(88) N-23
0

- ¥iV 
第 5号 A土坑 S K24 L .lv144 80 N-61

0-V/ 
第 6~ A-=Eニi克 S K25 IVI45 134 78 N一安9

0
- 訊T.

第 7里A土坑 S K26 L45 120 70 N-62
0-W 

第 8~ A土坑 S K36 N47 152 84 N-82
0-W 赤色顔料

第 9~そ A土坑 S KOL1 N.048・49 166 114 N-52
0-W 

第10号 A土坑 S K05 N49 174 88 N-48
0-W 

第11号 A土坑 S K06 N49 136 80 N-550

-¥iV 
第12号 A土坑 S K07 lVl' N 49 156 82 N-560一明f

第13号 A土坑 S K08 lVI' N 49 152 90 N-54
0-W 

第14号 A土坑 S K12 M'N50・50 168 82 N-50
0-W 

第15号 A二上坑 S K18 N50 154 64 N-39
0-W 

第16号 A士坑 S K28 M50・51 162 70 N-490一羽f

第17号 A十坑 S K15 L . f¥150 184 82 N-77口-¥えf
第18号 A土坑 8上(31 K49 (108) 84 N-630ーもV
第四号A土;坑 S K27 L52 138 70 N-56口一明f
第20号 A土坑 S K35 L53 (138) 108 N-610一明f

l表 A土坑一覧

3 中世以降の遺構について

はっきりした中世の遺構としては銭貨が出土し ある。上記遺構の埋土とは、 =性質の遣い

がはっきりした黒色土が堆積しており、黒色土が堆積した遺構については、比較的新しい時期の遺構である

可能性を考えた。

推定が先に立つが、炭が多量に入り、壁が焼けた土坑状態で、検出された方形土坑は火葬施設と考えられ、

炭と骨が混在して検出された火葬慕と関連付けて考えられた。

参考文献

協和町教育委員会『米ケ森遺跡発掘調査報告書j 1977(昭和52)年

秋田県教育委員会 f内村遺跡発掘調査報告書J秋田黒文化財誠査報告書第82集 1981(昭和56)年

秋田県教育委員会『上熊ノ沢遺跡発掘調査報告書J秋田県文化財調査報告書第213集 1991(平成3)年

秋同県埋蔵文化財センタ-r平成3年度秋田県埋蔵文化財発掘調査報告会資料-虫内 I遺跡 1992(平成毎年

秋田県教育委員会 f国道103号道路改良事業に係る埋蔵文化黙調査報告書V LL!王岱遺跡 1992(平成の年
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幸良 壬ヒ
仁1

童
日 抄 を柔

~，りがな|よりきだていせき

童
田 名 i寄騎館遺跡

副 書 名 | 一般国道13号刈和野バイパス改築事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書

巻次

シリーズ名 | 秋田県文化財調査報告書

シリース番号 | 第277集

編著者名|庄内昭男 高橋忠彦

編集機関|秋田県埋蔵文化財センター

所 在 地| 〒似-0802 秋田県仙北郡仙北町払田学牛嶋20 TEL 0187… 69-3331 

発行年月日 |西暦四8年 3月

ふりがな|ふりがな| コード ー

I ~~ -L- '.L I ! I北緯i東経|調査期間 i調査面積|調査原因
所収遺跡名|所 在 地|市町村-i遺跡番号 1"，.... '1'-'- 1 /I~ 'I~ 1 ....，，-=...， Y"'~" I ぱ

よりきだていせき あきたけんせんぼくくーん

秋田県仙北郡 53427 39度 140度 19960819 国道13号
きょうわまちみねよしかわ 33分 21分 1.350 改築事業
協和町峰吉川

あざあしざわどおり
13秒 58秒 19960921 に伴う事

芦沢通40 前調査

寄騎館遺跡

' 

所収遺跡名 種別 主な時代 な遺構 主な遺物 特記事項

寄騎館遺跡集落縄文時代 竪穴住居跡 2軒 縄文土器・石器

中期 袋;1犬土坑 l基 (石鍛・石匙・石箆など)

一一一一一一一一一一一…………一一------1須恵器

域 i縄文時代|土坑墓 20基

晩期 |土坑 7基

ト削削閑閑醐醐醐叫間四四ーーー園醐問削叫間四四ーー回目回 E 田園田園田畑閑閑棚田四回

域 l中 世|土坑墓 2基

火葬墓 l基


